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結
団
か
ら
10
年
目
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、

何
よ
り
も
地
域
の
温
か
い
支
援
と
協
力
と
、
子
ど
も

を
地
域
の
宝
と
し
て
大
切
に
育
む
風
土
が
息
づ
い
て

い
る
か
ら
こ
そ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
き
て
い
る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
、
子
ど
も
を
支
え
る

応
援
団
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
い
う
人
た
ち

が
一
人
で
も
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

美
山
緑
の
少
年
団
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
が
、

緑
と
親
し
み
自
然
を
守
り
育
て
る
活
動
を
通
じ
て
、

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
心
豊
か
な
人
間
に
育
っ
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
日
常
の
活

動
と
し
て
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
月
１
回
程
度
、

登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
植
物
観
察
な
ど
の
自
然
体

験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
諸
団
体

の
支
援
の
も
と
、
苗
木
の
植
栽
活
動
や
防
災
教
室
な

平
成
28
年
４
月
の
美
山
小
学
校
開
校
に
合
わ
せ
て
、

そ
れ
ま
で
旧
大
野
小
学
校
と
旧
鶴
ヶ
岡
小
学
校
で

別
々
に
活
動
し
て
い
た
緑
の
少
年
団
を
統
合
し
、
美

山
町
全
域
か
ら
団
員
を
募
集
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

子
ど
も
が
自
然
に
親
し
み
、
文
化
や
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
で
、

ふ
る
さ
と
の
良
さ
に
気
づ
き
、
誇
り
に
思
う
気
持
ち
を
育
み
た
い

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

活
動
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

南
丹
市
や
議
会
に
望
む
こ
と
は

南
丹
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か

ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
長
老
ヶ
岳
登

山
や
白
尾
山
登
山
、
夏
休
み
に
は
、
旧
大
野
小
学
校

に
オ
ー
プ
ン
し
た
大
野
虹
の
湖
キ
ャ
ン
プ
場
で
テ
ン

ト
泊
に
よ
る
キ
ャ
ン
プ
も
行
い
ま
し
た
。

美山緑の少年団

来年で結団10周年を迎えられる
「美山緑の少年団」。美山町の豊かな
自然環境を生かして、四季を通じてト
レッキング、自然観察、植樹などさま
ざまな活動を続けておられます。

今回は、そんな「美山緑の少年団」
の結成から今に至る活動について、ご
紹介します。

2025年4月の結団式

子
ど
も
が
自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
里
山

環
境
が
今
後
も
多
く
の
人
の
手
に
よ
っ
て
持
続
的
に

維
持
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
、
豊
か
な
体
験
機
会
の
提

供
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
然
豊
か
で
人
の
温
も
り
が
あ
る
暮

ら
し
に
誇
り
を
持
ち
、
こ
こ
で
生
活
す
る
幸
せ
が
感

じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
す
。

現
在
は
小
学
校
３
年
生
か
ら
中
学
校
２
年
生
ま
で

の
39
名
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
指
導
員
は
美
山
町
在

住
あ
る
い
は
勤
務
す
る
な
ど
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る

方
に
お
世
話
に
な
り
、
今
年
度
で
10
年
目
の
節
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。

南
丹
市
は
、
豊
か
な
自
然
や
文
化
、
歴
史
が
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
る
美
山
の
子
ど

長老ヶ岳登山

結団式記念植樹

白尾山登山

松山城跡登山

も
で
あ
っ
て
も
、
取
り
巻
く
生
活
環
境
の
変
化
も
影

響
し
て
、
普
段
の
生
活
の
中
で
自
然
と
関
わ
る
こ
と

が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
通
し
て
、
自
然
に
親
し
ん
だ
り
、
文
化
や
歴
史
に

触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
に
気
づ

き
、
誇
り
に
思
う
気
持
ち
が
育
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

（
取
材
者
／
河
野
・
小
中
）
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民生費
67億2696万円

総務費
82億3893万円

衛生費
20億3602万円

労働費
841万円

教育費
18億1721万円

災害復旧費
2450万円

消防費
11億939万円

公債費
30億5390万円

議会費
2億293万円

土木費
24億6177万円

農林水産業費
11億6712万円

商工費
2億1593万円

一般会計

270億6311万円
支　出

令　和
６年度
決　算

全会計の決算を認定
一般会計 支出総額270億 6311万円　黒字決算

地方交付税
98億3257万円

市税
42億1060万円国庫支出金

29億5163万円

府支出金
16億8548万円

国等交付金
15億3116万円

市債
20億3530万円

その他
（寄附金、使用料及び手数料ほか）
11億4212万円

繰入金
35億1067万円

繰越金
12億2660万円

一般会計

281億2617万円
収　入

市民税、固定資産
税、軽自動車税など

自治体の人口や財政力
などに応じて国から交
付される財源

事業の実施のため
の府からの補助金等
事業の実施のため
の国からの補助金等

事業の実施の
ための借入金

改修が完了した日吉生涯学習センター

子育てを応援する「はぐくみファイル」

整備された道路

9月定例会は、8月26日に開会し、45日間の会期を終えて10月9日に閉
会しました。

今定例会には、条例関係4件、補正予算6件、決算関係9件など全部で
24件の議案が提出され、常任委員会や決算特別委員会に付託して審査し
たのち、本会議で採決を行いました。結果、1議案を除いて、原案どおり
可決・認定しました。ここでは、決算の概要をお知らせします。

一般会計及び各特別会計の決算総額は、歳入（収入）367億5830
万9777円、歳出（支出）354億7847万7520円で、収入から支出を
差し引いた形式収支額は、12億7983万2257円。このうち、翌年度
に繰り越すべき財源1億3848万2000円を差し引いた実質収支額は、
11億4135万257円の黒字決算です。

物価高騰

高齢者福祉事業、子ども家庭サポー
トセンター「Ruri」の運営、価格高騰
重点支援給付金支給など

美山小学校体育館改修、日吉生涯
学習センター改修など

健幸ポイント事業、出産子育て応援
交付金事業など

道路橋梁維持や八木駅西土地
区画整理事業など

耐震改修された市役所1.2号庁舎
１．２号庁舎の耐震改修、支所管理など

こんな事業に
使われました

会　　計 収入　A 支出　B 差引　A-B＝C 翌年度繰越額　D 実質収支　C-D　
一般会計 281億2617万円 270億6311万円 10億6306万円 1億3848万円 9億2458万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 
( 事 業 勘 定 ）

33億4929万円 33億802万円 4127万円 0 4127万円

国 民 健 康 保 険 
(直営診療施設勘定）

1億6639万円 1億6639万円 0 0 0

介 護 保 険 44億7450万円 43億1239万円 1億6210万円 0 1億6210万円
土 地 取 得 38万円 38万円 0 0 0
後 期 高 齢 者 医 療 6億4155万円 6億2816万円 1338万円 0 1338万円

合　　　計 367億5830万円 354億7847万円 12億7983万円 1億3848万円 11億4135万円

区　　分 収入　A 支出　B 差引　A-B＝C 翌年度繰越額　
D

損益計算による
当年度純利益（税抜き）

公
営
企
業
会
計

水　道
収益的収支 9億9914万円 9億3759万円 6155万円 4125万円

資本的収支 2億7595万円 7億3907円 △4億6312万円

下水道
収益的収支 24億9298万円 23億3987万円 1億5311万円 1億5247万円

資本的収支 11億7022万円 18億3178万円 △6億6156万円

■会計別決算額の状況

（消費税込み）

※１万円未満切り捨てのため、合計が一致しないことがあります。
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一般会計、特別会計、企業会計の決算を審査するために設置
される特別委員会のことです。

決算特別委員会では、３つの常任委員会と同じ構成で分科会
を設け、詳しく審査します。ここでは、その概要をお知らせし
ます。

決
算
特
別
委
員
長
報
告

総
務 

分
科
会

地
方
交
付
税
と
地
方
特
例
交
付

金
増
減
の
要
因

歳
入
の
決
算
額
で
地
方
交
付

税
は
６
千
万
円
ほ
ど
減
っ
て
い

る
が
、
地
方
特
例
交
付
金
が
１

億
１
５
９
０
万
１
千
円
増
え
て

い
る
が
、
要
因
は
。

５
年
度
は
国
が
所
得
税
な
ど

の
定
額
減
税
を
行
っ
た
た
め
、

そ
の
分
の
市
税
で
減
額
に
な
る

分
が
国
か
ら
返
っ
て
き
て
増
え

て
い
る
。
税
収
で
減
っ
た
分
を

国
が
地
方
特
例
交
付
金
と
し
て

補
完
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

消
防
費
に
係
る
繰
越
明
許
費
の

事
業
内
容

消
防
費
の
繰
越
明
許
費
６
７

４
８
万
２
千
円
の
事
業
内
容
は
。

避
難
所
生
活
環
境
改
善
事
業

で
、
ト
イ
レ
カ
ー
の
導
入
、
避

難
所
生
活
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、

簡
易
テ
ン
ト
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
の
購
入
、
こ
れ
ら
を
保
管
す

る
備
蓄
倉
庫
の
建
築
と
防
火
水

槽
設
置
に
係
る
土
地
の
境
界
確

定
業
務
で
あ
る
。

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
の
評
価

６
年
度
の
時
間
外
勤
務
手
当

の
状
況
に
つ
い
て
、
財
政
健
全

化
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
て
ど
う
評

価
し
て
い
る
か
。

５
年
度
の
決
算
額
か
ら
時
間

外
を
約
半
分
に
減
ら
す
こ
と
を

目
標
に
取
り
組
ん
だ
が
、
減
ら

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

自走式仮設水洗トイレカー

環
境
計
画
推
進
事
業

地
球
温
暖
化
対
策
事
業

ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し
に
導
入

す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

は
、
設
置
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

６
年
度
に
実
施
設
計
を
実
施
し
、

７
年
度
当
初
に
共
同
提
案
者
が
撤

退
し
た
。
現
在
、
近
畿
地
方
環
境

事
務
所
と
変
更
協
議
を
進
め
て
い

る
。
事
業
規
模
を
縮
小
し
、
実
施

を
検
討
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、

設
置
で
き
て
い
な
い
。

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
事
業

女
性
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の
参

加
状
況
と
成
果
は
。

７
回
実
施
し
、
各
回
平
均
６
、

７
人
が
参
加
。
講
座
で
は
発
言
力

の
高
め
方
や
効
果
的
な
伝
え
方
な

ど
を
学
ん
で
い
た
だ
い
た
。
そ
の

結
果
、
公
募
委
員
に
自
発
的
に
応

募
す
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
主

体
的
に
関
わ
る
人
材
が
増
え
た
こ

と
を
成
果
と
考
え
る
。

医
師
確
保
奨
学
金
等
貸
与
事
業

奨
学
金
貸
与
対
象
者
の
状
況
は
。

対
象
者
は
１
人
で
、
医
学
部
３

年
生
。
３
年
後
に
卒
業
予
定
で
あ

り
、
地
域
医
療
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
調
整
す
る
。

文
教
厚
生 

分
科
会

木質バイオマスボイラー設置予定のスプリングスひよし

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

実
績
不
足
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

設
置
件
数
は
見
込
み
を
下
回
っ

て
お
り
、
今
後
は
老
朽
化
更
新
支

援
の
方
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

南
丹
ブ
ラ
ン
ド
推
進
助
成
事
業

ブ
ラ
ン
ド
定
着
イ
ベ
ン
ト
事
業

を
活
用
さ
れ
た
実
施
詳
細
は
。

４
事
業
者
で
あ
り
、
市
文
化
協

会
が
三
重
県
で
の
工
芸
展
示
の
際

に
本
市
の
も
の
づ
く
り
ブ
ラ
ン
ド

を
発
信
さ
れ
る
た
め
、
ま
た
園
部

文
化
観
光
協
会
で
は
小
出
そ
ば
の

定
着
・
普
及
事
業
、
園
部
の
若じ
ゃ
く
ち
ゅ
う中

神み
こ
し
か
い

輿
会
に
小
出
神
輿
と
い
う
ブ
ラ

ン
ド
定
着
へ
の
支
援
、
八
木
町
観

光
協
会
で
ジ
ョ
ア
ン
内
藤
に
ち
な

ん
だ
八
木
城
の
展
開
を
支
援
し
た
。

住
宅
使
用
料
滞
納
分
の
徴
収
率

徴
収
率
の
低
下
に
つ
い
て
、
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

当
年
度
の
徴
収
率
は
８
・
２
％

で
あ
り
、
例
年
よ
り
低
い
数
字
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
よ
り
一
層
徴

収
に
努
力
し
た
い
。

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

今
期
の
有
収
率
低
下
に
つ
い
て

要
因
は
。

ほ
と
ん
ど
の
漏
水
が
配
水
管
の

破
損
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

に
伴
い
有
収
率
が
低
下
し
て
い
る

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

産
業
建
設 

分
科
会

南丹ブランド推進助成事業活用の一例

９
月
18
日
に
本
委
員
会
全
体

会
を
開
催
し
、
会
計
管
理
者
か

ら
決
算
概
要
の
説
明
を
受
け
た

後
、
９
月
19
日
よ
り
分
科
会
を

開
催
。
総
務
・
文
教
厚
生
・
産

業
建
設
の
各
分
科
会
で
審
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
各
担
当
部
課

長
か
ら
事
業
の
実
施
概
要
や
決

算
額
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

事
業
効
果
、
財
源
の
確
保
や
予

算
と
の
整
合
性
な
ど
に
つ
い
て

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
、
財
政
健
全
化

プ
ラ
ン
の
成
果
、
職
員
の
時
間

外
勤
務
手
当
の
状
況
、
ス
プ
リ

ン
グ
ス
ひ
よ
し
の
指
定
管
理
料
、

ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し
に
導
入

す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
の
設
置
状
況
、
男
女
共
同

参
画
社
会
推
進
事
業
女
性
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
の
状
況
、
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
の

実
績
不
足
の
状
況
、
農
業
委
員

会
に
お
け
る
耕
作
放
棄
地
へ
の

対
応
な
ど
で
し
た
。

10
月
７
日
の
全
体
会
で
は
、

「
土
地
建
物
貸
付
収
入
の
農
村

田
園
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
へ
の
貸
し
付
け
つ
い
て
」

「
み
や
ま
診
療
所
の
診
療
所
離

れ
と
医
療
体
制
に
つ
い
て
」
な

ど
の
総
括
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

各
分
科
長
の
審
査
報
告
の
後
、

討
論
は
な
く
表
決
に
入
り
、
一

般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
決
算
は
賛
成
多
数
で
、

そ
の
他
の
４
会
計
は
賛
成
全
員

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
委
員
会
の
審
査
過
程
で
各

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
指
摘
や
意

見
に
つ
い
て
は
、
適
正
に
対
応

さ
れ
、
次
年
度
の
予
算
編
成
に

お
い
て
、
十
分
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
強
く
望
み
ま
す
。
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委
員
長　

吉
田　
尋
子

決算特別委員会では、こんな議論になりました

決算特別
委 員 会
とは？



Pick Up!

1

Pick Up!

2

市役所の電話対応において、業務の公正かつ適正な執行の確保、
職員の電話対応の品質向上及びカスタマーハラスメントを含むトラ
ブルの防止を目的として、通話内容を録音する自動音声案内が開始
されます。

電話通話録音の自動音声案内

消防庁からの要請により、警報を受信する機器を新型受信機へ更
新します。

これにより、災害などの緊急時における警報システムの信頼性が
さらに高まり、より確実に情報を伝えられるようになります。

全国瞬時警報システム（Jアラート）の機能強化

電話通話録音の自動音声案内

新型に更新予定のJアラート受信機

文部科学省の公募により採択された、発達障害のある児童生徒を
支援する新規事業を実施します。研修会の実施や、一人一台端末を
活用した学習支援を通じて、子どもたちの可能性を最大限に伸ばし
ます。

発達障害のある児童生徒への支援事業
Pick Up!

4

発達障害のある児童生徒への支援事業

子育て応援住宅支援事業補助金

八木バイオエコロジーセンター

府の制度改正により、補助の上限額は引き下げられましたが、対
象がこれまでより広がり、申請できる世帯が増え、利用件数の増加
が見込まれます。

子育て応援住宅支援事業補助金
Pick Up!

5

八木バイオエコロジーセンターでは、排水処理に使用しているポ
ンプやモーター、送風機の老朽化が進んでおり、施設を安定して稼
働させるとして更新を行います。

八木バイオエコロジーセンターの設備機器更新
Pick Up!

6

八木駅西土地区画整理事業の換地処分が行われたことに伴い、新
たに9路線を市道として認定します。

また、八木町南広瀬地区及び八木町八木東所地区において、民間
企業による開発が完了したことから、それぞれの開発区域内の道路
を新たに市道として認定します（南広瀬地区2路線、八木東所地区
1路線）。

道路路線の認定
Pick Up!

7

住宅開発に伴い新設された市道

観光客の利便性を高めるため、既存の観光案内ホームページを改
修し、多言語化対応を進めます。併せて、「かやぶきの里」と「ふ
らっと美山」に多言語対応の看板を設置します。看板にはＱＲコー
ドを掲載し、読み取ることで多言語化されたホームページにアクセ
スでき、他の観光地への案内にもつながる仕組みを整えます。

観光施設の多言語化案内
Pick Up!

8

多言語化案内

Pick Up!

3

築45年が経過し、閉園後は活用されていなかった旧園部幼稚園
西本梅分園の建物について、老朽化が進み安全面での懸念があると
して解体・撤去を行います。

旧園部幼稚園西本梅分園の解体撤去

旧園部幼稚園西本梅分園

9月議会では
こんなことが
決まりました

議会が注目した主な事業

◆  議案・・・・・・ 24件

会期　8 月 26 日〜 10 月 9 日

今号では、この中から次の
8つをピックアップします。
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総
務 

常
任
委
員
会

南
丹
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

職
員
に
対
し
て
、
育
児
休
業
、

介
護
休
業
等
の
取
得
に
つ
い
て
の

意
向
確
認
を
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

か
。最

近
は
男
性
の
育
児
休
業
も
増

え
て
き
て
お
り
、
男
性
に
つ
い
て

も
育
児
休
業
取
得
等
の
確
認
を
す

る
。

７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

「
南
丹
市
地
域
お
こ
し
会
社
」

設
立
の
た
め
の
出
資
金
と
し
て

５
１
０
万
円
を
予
算
化
す
る
に
あ

た
り
、
財
政
当
局
と
し
て
担
当
部

局
と
の
事
前
協
議
は
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
、
出
資
の
決
定
に
至
っ
た
経

緯
は
。

こ
の
予
算
要
求
に
際
し
て
、
担

当
課
に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
。
市
と
し
て
の
負
担
は
こ

の
５
１
０
万
円
以
外
に
な
く
、
必

ず
収
益
が
出
る
と
の
こ
と
で
認
め

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

出
資
金
に
つ
い
て
、
基
金
繰
入

金
で
賄
う
こ
と
に
関
し
て
、
財
源

を
精
査
す
る
中
で
財
政
調
整
基
金

の
他
に
な
か
っ
た
の
か
。

今
回
は
、
提
案
ま
で
時
間
が
な

か
っ
た
た
め
全
体
の
精
査
は
で
き

ず
、
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

直接的に財務負担がない独立採算制のPFI事業の仕組みを示した図

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

る
の
が
遊
具
と
遊
具
の
基
礎
部
分

で
あ
る
。
早
期
に
発
注
し
、
年
度

内
を
目
指
し
て
進
め
て
い
く
。

か
や
ぶ
き
の
里
公
衆
ト
イ
レ
調
査

業
務調

査
費
の
予
算
計
上
に
つ
い
て
、

最
終
的
に
は
ど
う
い
う
形
を
目
指

す
の
か
。

現
在
、
ト
イ
レ
が
不
足
し
て
い

る
状
態
で
あ
り
、
今
回
の
補
正
で

水
源
を
確
保
し
、
来
年
度
以
降
、

持
続
可
能
な
観
光
推
進
補
助
金
を

活
用
し
て
建
設
を
進
め
て
い
く
。導入予定の園部公園遊具イメージ

八
木
町
大
薮
浄
水
場
の
廃
止

跡
地
活
用
に
つ
い
て
、
予
定
は

あ
る
の
か
。

企
業
誘
致
等
を
す
る
た
め
、
市

長
部
局
の
管
理
と
す
る
。
現
在
、

農
林
商
工
部
で
関
連
企
業
と
調
整

中
で
あ
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

附
金
を
基
金
へ

年
度
を
越
し
て
活
用
で
き
る
た

め
、
使
い
勝
手
が
良
く
な
る
と
い

う
認
識
で
よ
い
か
。

基
金
と
し
て
、
あ
る
程
度
プ
ー

ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
き
な
事

業
を
有
効
に
推
進
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
の
あ
る
条
例
改
正
で
あ
る
。

園
部
公
園
再
整
備

公
園
費
に
つ
い
て
、
当
初
予
算

と
別
の
部
分
で
５
３
９
１
万
円
の

増
額
だ
が
、
今
か
ら
発
注
し
て
全

国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
に
間
に
合
う

の
か
。

現
在
、
工
事
発
注
で
残
っ
て
い

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

契
約
の
中
で
、
必
ず
そ
の
条
項

を
入
れ
る
。

 

Ｓ
Ｐ
Ｃ
（
※
２
）
の
運
営
可

否
の
見
極
め
に
は
、
金
融
機
関
の

審
査
・
指
導
が
重
要
だ
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

融
資
を
行
う
金
融
機
関
と
直
接

協
定
を
締
結
す
る
予
定
で
あ
る
。イルミネーション導入予定の園部駅

学
校
給
食
調
理
場
の
建
設
費
財
源

当
初
予
定
し
て
い
た
交
付
金
が

採
択
保
留
と
な
っ
た
理
由
は
。

５
年
度
か
ら
手
順
通
り
に
準
備

を
進
め
て
き
た
が
、
国
の
交
付
金

予
算
が
大
幅
に
減
少
さ
れ
、
多
く

の
自
治
体
で
採
択
保
留
が
生
じ
た
。

国
の
財
源
不
足
か
ら
採
択
の
見
込

み
が
薄
い
と
判
断
し
２
次
申
請
は

断
念
し
た
。

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創

生
交
付
金
（
※
１
）

チ
ッ
プ
工
場
の
建
設
ま
で
期
間

が
な
く
大
変
厳
し
い
が
、
交
付
金

の
繰
り
越
し
は
で
き
る
の
か
。

内
閣
府
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

本
事
業
は
、
７
年
度
交
付
金
を
活

用
す
る
も
の
で
あ
り
、
明
許
繰
越

の
対
象
と
な
る
。

将
来
的
に
市
が
財
政
負
担
を
負

わ
な
い
保
証
が
な
い
点
に
、
こ
の

事
業
に
対
す
る
懸
念
が
あ
る
。
契

約
を
明
確
に
で
き
な
い
場
合
、
か

な
り
危
う
さ
を
抱
え
て
い
る
こ
と

文
教
厚
生 

常
任
委
員
会

地方がそれぞれの特性に応じた発展を遂げることができるよう、日本経済成長の起爆剤としての
大規模な地方創生策を講ずるため、地方公共団体の自主性と創意工夫に基づく、地域の多様な主体
の参画を通じた地方創生に資する地域の独自の取組を強力に後押しするもの。

Special Purpose Companyの略で、特別目的会社と訳される。
SPCは企業で運用する事業が特定されており、その特定された事業のために設立された法人のこ

とをいう。
SPCの主な目的は、企業の特定の資産を切り離し、特定の事業をその資産だけを利用して運用す

ることである。

※１ 新しい地方経済・生活環境創生交付金とは

※２ SPCとは
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〈主な質疑のみ掲載しています。〉

常任委員会では、
こんな議論になりました



小林　　毅 議員反　対 日本共産党議員団

介護保険料基準額が月額6860円へ500円（7.8%）値上げされた。府下14市で一番高く、京丹波町
より月985円、亀岡市より1060円も高い。保険料増収額は7098万円。これが積み立てられ残高は3億
3千万円に達している。値上げしなくても十分いけた。保険料をとり過ぎている。負担軽減策の具体化
が必要である。

河野　啓介 議員

河野　啓介 議員

山下　秋則 議員

樋口　浩之 議員

　村　好高 議員

反　対

反　対

反　対

反　対

反　対
日本共産党議員団

日本共産党議員団

つなぐ

新誠会

新誠会 市役所の職員体制の是正が急務。合併特例債や大型補助金を使い切ることが目的化し、無理な事業計
画になっている。自治体の本旨として、地方公共団体は、住民の福祉の増進を図ることが基本とされる
なか、住民の日々の暮らしに関わる福祉部門の縮小を含むこの決算は、間違った方向に進んでいる。

すべての説明が曖昧な内容に終始し、実現は危うい。国の交付金と民間資金の調達という枠組みが
あって、それに事業のメニューを考えたもの。本市財政からの持ち出しはないということが強調された
が、補助金があるからと、曖昧な計画で事業を起こすことは、あらたな政治不信につながる。

本補正予算案の環境計画推進事業は、市民意識調査で明らかな市民の望む施策とは大きな隔たりがあ
り、事業実施の必要性に大いに疑問である。また、内容においても具体性に欠け、収支見込みや事業が
破綻した場合の市にかかるリスクなどの検討がなされていないなど事業実施に危うさがある。交付金あ
りきとも言える本事業とその予算には反対である。

当議案は、説明内容が不明確であったため2度の連合審査が行われたが、2度目の説明においても説
明責任が十分に果たされたとは言えないものであった。議員は事業の目的・効果・リスクを明確に把握
し、市民に対して納得のいく説明を求める責務を負う。不十分な説明のまま賛成することは職務放棄に
等しい。以上の理由から本議案に反対する。

2カ年で大型蓄電池、太陽光発電、木質チップ工場などをつくる総額約27億円を超える大型事業であ
るが、唐突に9月議会途中に追加上程された。今回はＰＦＩ事業の独立採算型を採用するが、サービス
購入型と違い、明確に収益性が高い事業でなければ成立しない。２回の連合審査会では収益性が全く示
されず、将来、負の遺産となる事業であり反対する。

■ 6年度南丹市一般会計歳入歳出決算認定

河野　啓介 議員反　対 日本共産党議員団

「国保南丹みやま診療所」は市の直営になって以来、経営規模の縮小が続き、その在り方は悪循環に陥
いるなか、美山町の市民には医療への不安が大きく広がっている。これは市当局側の失政に原因があるとし
て、これまでも根本的な発想の転換を求めてきたが、今回の決算は従来の延長線上のものである。

■ 6年度南丹市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定

■ 6年度南丹市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定

■ 7年度南丹市一般会計補正予算（第4号）

討 論 議会の討論とは、お互いに議論を交わし合うことではなく、自
らの意見を表明し、賛否の理由を述べることにより自分の意見に
同調することを他の議員に求めることです。

※記事は原則として各議員から提出された原稿を掲載しています。

討論とは？

八木　信樹 議員下間　康広 議員 賛　成賛　成 活緑クラブ活緑クラブ

外部からの投資を呼び込むべきとの声を多く聞いている。本補正予算は、国の内示を受けた大型事業
であり、木質チップ工場や蓄電池整備など、本市の負担を抑えつつ地元産業の活性化と防災力の強化な
どを図るものである。本市の出資は、第三セクターを設立することを目的としたものではなく、外部投
資を積極的に誘致し、市全体の活性化を図るものである。

今後の財政状況を鑑みると、合併特例債の終了など見通しは厳しいものである。今回の事業は民間活
力を活用した財務投入の少ない手法として捉えることができる。ＳＰＣ業者の破綻や施設が残るリスク
などは市が出資する地域会社による営業監視としっかりとした契約を結ぶことで回避でき、本市の課題
である森林環境改善に寄与するものと考え賛成とする。
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会　　派　　名 つなぐ 新誠会 活緑クラブ 日本共産党
議　員　団 公明党 新風会

谷
尻　
宣
雄

小
中　
　
昭

吉
田　
尋
子

山
下　
秋
則

谷
尻　
昌
史

前
田　
義
明

仲
村　
　
学

村　
好
高

堤　
　
博
明

樋
口　
浩
之

八
木　
信
樹

若
井　
睦
巳

村
山　
好
明

下
間　
康
広

小
林　
　
毅

河
野　
啓
介

平
田　
聖
治

木
戸　
德
吉

塩
貝　
孝
之

木
村　
　
裕

6年度南丹市一般会計歳入歳出決算認定 認定 ◯ ◯ ◯ ◯ 議
長
の
た
め
、採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ○

6年度南丹市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯

6年度南丹市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯

7年度南丹市一般会計補正予算（第4号） 可決 ◯ ◯ × × ◯ × × ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ × ◯

南丹市議会議員定数条例の一部改正 否決 × × ◯ × × × ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × × × × ◯ ◯

議員名

案件・結果

賛否の分かれた議案等

賛成全員で可決・認定した議案

〈 ○は賛成　×は反対 〉

区分 件　　名 結果

議案

南丹市公の施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

可決

南丹市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正

南丹市職員の育児休業等に関する条例の一部改正

ふるさと南丹応援基金条例の一部改正

南丹市道路路線の認定

南丹市道路路線の変更

南丹市道路路線の廃止

7年度南丹市一般会計補正予算（第3号）

7年度南丹市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）

7年度南丹市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

7年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号）

7年度南丹市水道事業会計補正予算（第1号）

6年度南丹市水道事業会計未処分利益剰余金の処分

6年度南丹市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分

5年度（債務負担）市道火葬場線道路改良工事請負契約の変更

6年度南丹市土地取得事業特別会計歳入歳出決算認定

認定
6年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定

6年度南丹市水道事業会計決算認定

6年度南丹市下水道事業会計決算認定

吉田　尋子 議員

塩貝　孝之 議員

反　対

反　対

つなぐ

新風会

事業収支計画が不明確である。交付金がつくという理由だけで事業実施するのは極めて危険である。
①市民のために必要な事業なのか②市民の幸せにつながるのか③将来の市民に負担を強いるものになら
ないかの３点を判断基準にすべきである。

議会は市長の提案を是とするか否かを最終的に決断する責任がある。本議案について、私は納得でき
る説明が一つも得られず、賛成の理由も理解できない。市民に胸を張って説明できない提案には賛同で
きない。議員一人ひとりが南丹市の未来を左右する重大な判断を担っている。市民からいただいた負託
を裏切らず責任ある決断を強く求める。

■ 南丹市議会議員定数条例の一部改正

樋口　浩之 議員賛　成 新誠会

南丹市の主権者は南丹市民である。議員定数については、先のアンケートで削減すべきとの意見が多
数を占め、議会広報紙によるLINEアンケートでも8割の市民が議員定数を多いと回答している。これは
明確な民意である。議席の適正数については、さまざまな議論があるが、最終的に判断すべきは、南丹
市民である。以上の理由から本議案に賛成する。

木村　　裕 議員賛　成 新風会

４年前に議員定数は、22人から20人に削減された。今期の議員団では議会改革が積極的に進められ
てきたが、人口減少が進む中さらなる議員定数の削減が必要である。

全国平均でも、人口5万人未満の市の議員定数は16.5人である。議員数の減少による議会活動の水準
は、議員の資質向上と活動強化で補える。改革を止めてはならない。

小林　　毅 議員反　対 日本共産党議員団

①議員定数は、団体自治の土台に関わる重要な政治問題。最終日に提案して即決を求めるやり方は是
認できない。②〝身を切る改革〟とは、報酬等の削減であり、議員定数減らしではない。③定数削減
は、多様な住民の意見、少数意見の排除につながる危険がある。④194通の議員定数アンケートを根拠
に、削減の論理展開をするのはあまりに危険である。
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災害発生時に迅速な対応で被害を最小限に抑える

南丹市の魅力を再評価し、移住策につなげていく

防災に対する備えは充分か

今後の人口減少対策・関係人口対策の方向性は

９
月
１
日
は
「
防
災
の

日
」
で
あ
る
。
国
民
一
人

一
人
が
自
然
災
害
へ
の
認

識
を
深
め
、
日
頃
か
ら
備

え
を
し
て
お
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
本
市
は

広
大
な
面
積
を
有
し
て
お

り
、
い
ざ
と
言
う
と
き
全

て
に
対
応
で
き
る
か
、
難

し
い
問
題
と
認
識
し
て
い

る
。
本
市
に
お
け
る
防
災

に
関
す
る
考
え
は
。

行
政
は
、
地
震
、
台
風
、

水
害
等
の
自
然
災
害
か
ら

住
民
の
生
命
、
財
産
を
守

る
こ
と
が
最
大
の
責
務
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

平
時
か
ら
災
害
へ
の
備
え

と
災
害
発
生
時
の
迅
速
な

対
応
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
を
第
一
の
目

的
と
し
て
い
る
。

本
市
と
の
関
係
性
を
作

り
、
人
口
総
数
に
つ
な
げ

て
い
く
観
点
か
ら
「
二
地

域
居
住
制
度
」
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
。

全
国
的
に
取
り
組
み
事

例
が
少
な
く
、
ま
ず
は
国

が
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
政

策
を
打
ち
出
す
べ
き
。
本

市
と
し
て
は
移
住
定
住
・

空
き
家
対
策
に
一
定
の
積

み
上
げ
は
あ
る
が
、
国
策

の
メ
リ
ッ
ト
に
も
注
目
し

て
い
き
た
い
。

治
山
ダ
ム
下
流
水
路
に
つ

い
て昨

年
度
、
治
山
ダ
ム
下

流
水
路
の
整
備
に
つ
い
て

質
問
し
た
が
、
進し
ん
ち
ょ
く捗
は
。

大
雨
に
て
被
害
の
出
た

箇
所
に
つ
い
て
は
、
府
事

報
道
機
関
の
市
町
村
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
ト

イ
レ
の
数
や
被
災
者
一
人

当
た
り
の
居
住
面
積
で
約

半
数
の
自
治
体
が
政
府
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
。

課
題
と
し
て
財
政
的
な
面

と
ト
イ
レ
の
置
き
場
所
等

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

災
害
対
策
基
本
法
が
改

正
さ
れ
ト
イ
レ
の
確
保
、

管
理
、
食
事
の
質
向
上
を

求
め
て
い
る
。
他
に
も
生

活
空
間
、
入
浴
施
設
、
生

活
用
水
等
が
あ
る
。
ト
イ

レ
カ
ー
購
入
、
間
仕
切
り
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
等
を
備

蓄
し
て
い
る
。
数
は
順
次

増
や
し
て
い
く
。
財
源
の

確
保
も
重
要
で
あ
り
、
制

度
を
活
用
し
て
取
り
組
む
。

業
に
よ
り
上
流
に
１
基
、

８
年
度
に
は
下
流
に
１
基

設
置
予
定
。
他
の
箇
所
も

ふ
ま
え
下
流
水
路
の
具
体

的
な
方
策
は
固
ま
っ
て
い

な
い
が
府
と
協
議
、
協
力

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

機
能
別
消
防
団
（O

Ｂ
団

員
）
に
つ
い
て

平
日
昼
間
の
有
事
に
対

し
団
員
確
保
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
８
年
度
に

機
能
別
消
防
団
が
設
立
さ

れ
る
が
活
動
想
定
は
。

団
員
同
様
の
公
務
補
償

の
も
と
、
小
型
ポ
ン
プ
設

置
、
ホ
ー
ス
延
長
な
ど
初

期
消
火
対
応
を
想
定
し
て

い
る
。

A

A

Q

Q

「非常用持出袋」　万が一の時の備えに

整備が望まれる脆
ぜいじゃく

弱な治山ダム下流水路

木
き ど

戸　徳
とくきち

吉  議員公明党

自動車部品関連企業の業績が落ちている
企業誘致が税収の底上げになっているのか

企
業
誘
致
に
よ
る
税
収

と
本
市
全
体
の
地
方
税
収

入
の
推
移
を
見
る
と
、
40

億
円
か
ら
41
億
円
の
中
で

の
増
減
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
度
は
41
億
４
７
０
０

万
円
の
決
算
で
あ
っ
た
。

市
長
自
身
が
「
税
も
底
上

げ
し
な
が
ら
、
全
体
で

使
っ
て
い
く
と
い
う
流
れ

を
想
定
す
る
」
と
し
て
い

る
が
、
実
態
は
そ
う
い
う

状
況
に
は
な
っ
て
い
な
い

の
で
は
。

法
人
市
民
税
は
企
業
の

収
益
に
左
右
さ
れ
な
が
ら

額
が
変
わ
っ
て
く
る
が
、

特
に
市
内
で
の
比
較
的
大

き
な
自
動
車
部
品
関
連
の

企
業
の
業
績
が
か
な
り
落

ち
て
き
て
い
る
。

兼
業
農
家
の
振
興

市
長
は
、
農
地
を
守
っ

て
い
る
兼
業
農
家
に
対
し

て
制
度
的
整
合
を
取
れ
る

方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
し
て
い
る
が
、
担
い
手

確
保
に
不
安
が
大
き
く
あ

る
。
国
全
体
に
と
っ
て
大

切
な
中
山
間
地
と
し
て
、

本
市
全
域
に
お
け
る
農
業

振
興
に
自
治
体
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
。

一
定
の
規
模
と
、
条
件

有
利
地
で
の
農
業
を
一
つ

の
前
提
と
し
、
こ
れ
か
ら

少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て
い

け
る
よ
う
に
、
行
政
と
し

て
の
支
援
も
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

A
Q

その他の質問 その他の質問

誘致企業の法人市民税納付額の推移

多文化共生の仕組みづくりを進める
外国人急増への受け入れ体制の整備は

外
国
人
労
働
者
の
市
内

企
業
に
お
け
る
雇
用
状
況

や
推
移
は
。

２
年
の
46
人
か
ら
７
年

に
は
３
２
９
人
と
増
加
し

て
い
る
。
今
後
の
雇
用
予

定
や
課
題
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
分
析
中
。

通
勤
者
も
多
く
、
移
住

に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
が

必
要
で
は
な
い
か
。

約
半
数
が
通
勤
者
で
あ

る
。
移
住
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
り
、
企
業
、
地

域
と
連
携
し
て
支
援
策
を

検
討
す
る
。

受
け
入
れ
許
容
規
模
や

サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

本
市
と
し
て
も
体
制
づ

く
り
が
必
要
。
ご
み
出
し

や
住
ま
い
の
確
保
、
日
本

語
教
育
な
ど
支
援
強
化
が

求
め
ら
れ
る
。
多
文
化
共

生
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、

課
題
解
決
を
進
め
る
。

議
員
定
数
削
減
の
是
非

新
風
会
と
し
て
一
貫
し

て
削
減
を
主
張
し
て
き
た
。

削
減
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト

は
少
な
く
、
施
策
に
与
え

る
影
響
も
低
い
と
考
え
る
。

改
革
を
進
め
、
削
減
を
実

現
す
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
は
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
議

会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、

慎
重
に
審
議
す
べ
き
と
考

え
る
。
定
数
と
い
う
の
が

地
割
計
算
で
は
な
く
て
、

本
市
を
代
表
し
幅
広
く
意

見
を
反
映
で
き
る
体
制
を

検
討
い
た
だ
き
た
い
。

・合併20周年を迎えるに当
　たっての評価
・職員の増員が必要ではない
　か

・バス停の上屋設置について

その他の質問
・南丹市過疎地域持続的発展
　市町村計画について
・新しい条例制定について

その他の質問
・市道及び広域農道管理につ
　いて
・日吉支所（現）の今後につ
　いて

A
Q

多文化共生社会の実現

一般質問3日間16人の

下
しもつま

間　康
やすひろ

広  議員活緑クラブ

塩
しおがい

貝　孝
たかゆき

之  議員新風会

河
こ う の

野　啓
けいすけ

介  議員日本共産党議員団
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今後、消防委員会に諮り最終決定する
来年度には確実に消防団員の出動報酬改定を

消
防
団
員
の
年
額
報
酬

や
出
動
報
酬
に
つ
い
て
会

派
活
緑
ク
ラ
ブ
の
議
員
で

は
、
市
に
要
望
を
重
ね
、

早
期
の
報
酬
改
定
実
現
を

訴
え
て
き
た
。
ま
た
、
国

へ
行
き
、
消
防
団
員
の
年

額
報
酬
及
び
出
動
報
酬
の

交
付
税
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
よ
う
要
望
し
て
き
た
。

近
年
の
風
水
害
の
状
況
を

踏
ま
え
、
来
年
度
に
は
、

確
実
に
消
防
団
員
の
出
動

報
酬
の
改
定
を
。

７
年
度
は
、
消
防
団
員

の
年
額
報
酬
を
階
級
に
応

じ
て
年
額
１
万
８
０
０
０

円
か
ら
３
万
６
５
０
０
円

に
増
額
。
８
年
度
か
ら
は
、

出
動
時
間
や
勤
務
日
数
に

応
じ
た
出
動
報
酬
を
創
設

予
定
で
、
現
在
、
近
隣
の

市
町
の
事
例
を
参
考
に
消

防
団
と
協
議
し
、
出
動
１

回
当
た
り
の
上
限
額
や
対

象
範
囲
な
ど
を
検
討
中
で

あ
る
。
今
後
、
消
防
委
員

会
に
諮は
か
り
最
終
決
定
す
る
。

企
業
誘
致
推
進
体
制
の
強

化
へ
一
元
的
な
組
織
を

「
企
業
立
地
推
進
課
」

の
よ
う
な
専
門
部
署
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

他
の
自
治
体
の
状
況
も

見
な
が
ら
専
門
部
署
の
設

置
に
つ
い
て
、
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

A
Q

年度初めの初訓練に臨む消防団員

任意接種に伴う費用の一部助成の方針はない
帯状疱疹ワクチン任意接種費用助成の考えは

今
年
度
４
月
か
ら
予
防

接
種
法
に
基
づ
き
、
65
歳

以
上
の
方
な
ど
へ
の
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
が
定
期
接
種
に
な
っ
た
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
帯

状
疱
疹
や
そ
の
合
併
症
を

予
防
で
き
る
。
国
の
定
期

接
種
は
原
則
65
歳
の
人
と

７
年
度
か
ら
11
年
度
は
、

経
過
措
置
と
し
て
70
歳
か

ら
５
歳
刻
み
の
年
齢
の
人

が
対
象
と
な
る
。
そ
の
た

め
、
例
え
ば
現
在
66
歳
の

人
は
70
歳
を
迎
え
る
４
年

後
ま
で
接
種
を
待
つ
必
要

が
あ
る
。　
　
　
　
　
　

66
歳
以
上
の
市
民
を
対

象
に
定
期
接
種
の
対
象
年

度
を
待
た
ず
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
き
な
い
か
。
今
年

度
限
り
の
助
成
事
業
と
し

て
で
も
で
き
な
い
か
。

国
の
定
期
接
種
に
は
一

定
の
予
算
措
置
も
さ
れ
る

が
、
独
自
の
任
意
接
種
に

は
補
助
は
な
く
、
財
政
的

に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
歳
か
ら
64
歳
な
ど
、

定
期
接
種
の
対
象
か
ら
外

れ
る
市
民
は
、
自
己
負
担

で
任
意
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
費
用
が

高
く
つ
く
。
市
独
自
の
助

成
は
で
き
な
い
か
。

本
市
の
予
防
接
種
の
考

え
方
は
国
の
予
防
接
種
の

方
針
に
基
づ
き
実
施
し
て

い
る
。
今
の
と
こ
ろ
任
意

接
種
に
つ
い
て
の
方
針
は

な
い
。

A
Q

帯状疱疹ワクチンの定期接種チラシ（厚生労働省）

堤
つつみ

　　博
ひろあき

明  議員新誠会

国・府の支援もあるが市の支援策も検討する
猛暑の影響で農業の環境が懸念されているが

農
業
で
の
水
不
足
が
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
渇
水

対
策
が
必
要
で
あ
り
、
吸

水
ポ
リ
マ
ー
を
活
用
し
安

定
生
産
が
で
き
る
よ
う
情

報
共
有
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
。

府
と
相
談
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

農
業
者
が
減
少
す
る
中
、

米
づ
く
り
で
の
コ
ス
ト
削

減
や
省
力
化
の
農
法
と
し

て
乾
田
直ち
ょ
く
は
ん播

な
ど
状
況
に

応
じ
た
栽
培
方
法
が
必
要

と
考
え
る
が
。

乾
田
直
播
の
課
題
も
あ

り
、
実
演
を
見
な
が
ら
働

き
か
け
を
検
討
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

全
国
的
に
競
争
が
激
化

し
て
い
る
中
で
寄
附
額
が

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
担

当
課
の
体
制
づ
く
り
は
で

き
て
い
る
か
。

体
制
に
つ
い
て
は
万
全

で
は
な
い
が
必
要
な
場
所

に
は
増
員
も
含
め
検
討
し

て
い
き
た
い
。

８
年
10
月
か
ら
指
定
基

準
の
見
直
し
が
あ
り
影
響

は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
改

正
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え

寄
附
額
の
獲
得
が
で
き
れ

ば
と
考
え
る
が
。

国
の
基
準
で
取
り
組
ん

で
い
き
、
新
た
に
獲
得
し

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
、
前
向
き
に
考
え
て
い

る
。

・船岡浄水場におけるPFAS
　の検出について
・ジェンダー平等について

A
Q

その他の質問

水不足を補う吸水ポリマー

市民の皆さんへ広く周知し、理解を求める
上下水道料金改定までのスケジュールは

上
下
水
道
事
業
審
議
会

に
お
い
て
、
上
下
水
道
料

金
改
定
等
の
審
議
が
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
、
料

金
改
定
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

上
下
水
道
事
業
は
独
立

採
算
と
い
う
立
場
に
あ
る
。

今
日
ま
で
、
一
般
会
計
か

ら
繰
り
出
し
、
経
営
を
維

持
し
て
き
た
が
、
物
価
高

騰
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

大
変
厳
し
い
経
営
状
況
と

な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

今
年
の
５
月
８
日
に
審
議

会
に
料
金
改
定
等
を
諮
問

し
、
一
定
の
議
論
を
経
て
、

現
在
、
答
申
に
向
け
て
の

動
き
と
な
っ
て
い
る
。
答

申
を
受
け
、
審
議
会
の
意

見
を
参
考
に
し
て
、
料
金

改
正
案
や
関
係
条
例
を
作

成
し
、
12
月
議
会
に
議
案

を
提
出
す
る
予
定
で
あ
る
。

12
月
議
会
で
一
定
の
結

論
、
可
決
を
い
た
だ
け
た

ら
、
１
月
以
降
、
広
報
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
で

あ
る
。　

審
議
会
で
は
直
接
負
担

い
た
だ
く
市
民
の
皆
さ
ん

へ
分
か
り
や
す
い
説
明
を

行
う
よ
う
に
と
の
意
見
も

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

紙
、
改
定
内
容
が
分
か
る

チ
ラ
シ
を
各
戸
に
配
布
す

る
な
ど
方
法
を
検
討
し
、

広
く
周
知
で
き
る
よ
う
半

年
以
上
の
周
知
期
間
を
設

け
、
料
金
改
定
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

・国道９号整備改良事業につ
　いて
・合併特例債について

A
Q

その他の質問

料金改定等が審議された上下水道事業審議会

谷
たにじり

尻　宣
の ぶ お

雄  議員つなぐ八
や ぎ

木　信
の ぶ き

樹  議員活緑クラブ

平
ひ ら た

田　聖
せ い じ

治  議員公明党
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・スポーツ少年団の施設使用
　料免除について

その他の質問

・不登校支援について ・子どもの貧困実態調査をあ
　らためて実施
・最後のセーフティネット生
　活保護の運用
・酷暑対策。体育館・避難所
　の空調設備は急務

その他の質問 その他の質問

利用者にマイナスと受け取られると理解する
図書館の開館時間短縮でサービスは低下しないか

開
館
時
間
は
ど
う
な
る

の
か
。
市
民
へ
の
影
響
を

ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
時
に
開
館
し
、
17
時

に
閉
館
と
す
る
。
利
用
者

に
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ

る
。サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
ど

う
補
う
の
か
。

財
政
健
全
化
や
図
書
館

司
書
の
確
保
が
難
し
い
こ

と
な
ど
が
背
景
に
あ
り
、

職
員
の
労
働
環
境
を
守
る

た
め
の
措
置
で
も
あ
る
。

貸
出
冊
数
を
増
や
す
こ

と
や
図
書
展
示
の
充
実
、

講
座
開
設
に
よ
り
、
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
。
ま

た
、
ブ
ッ
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン

等
の
学
校
図
書
館
連
携
事

業
な
ど
も
充
実
さ
せ
た
い
。

司
書
以
外
の
人
員
配
置

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

で
開
館
時
間
を
維
持
す
る

こ
と
も
検
討
す
べ
き
。
ま

た
、
影
響
を
受
け
る
市
民

の
声
も
聞
く
べ
き
で
あ
る
。

市
長
は
、
文
化
・
教
育
の

基
盤
と
し
て
の
図
書
館
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

図
書
館
は
「
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
誰
で
も
」
利
用

で
き
る
の
が
理
想
で
あ
り
、

開
館
時
間
も
柔
軟
で
あ
る

べ
き
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
試
行
を
重
ね
、
市
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
よ
り
利
用
し
や
す
い

図
書
館
を
目
指
し
て
い
く
。

A
Q

開室時間が短縮される八木図書室

発達段階に応じてアナログ教育を重視している
低学年の学習手法をアナログ教育に回帰しては

デ
ジ
タ
ル
導
入
の
教
育

先
進
国
で
あ
る
北
欧
諸
国

で
は
、
成
績
低
下
や
心
身

の
不
調
が
顕
在
化
し
、
紙

の
教
科
書
や
鉛
筆
を
使
う

ア
ナ
ロ
グ
教
育
に
回
帰
し

て
い
る
。
特
に
低
学
年
時

に
そ
の
傾
向
が
強
い
。
本

市
に
お
い
て
も
少
し
ア
ナ

ロ
グ
教
育
に
回
帰
し
て
は
。

北
欧
諸
国
は
極
端
に
デ

ジ
タ
ル
化
へ
移
行
し
た
。

本
市
で
は
低
学
年
に
ア
ナ

ロ
グ
で
あ
る
読
み
書
き
を

基
本
と
し
、
発
達
段
階
に

応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

本
市
教
育
理
念
の
一
つ

「
持
続
可
能
な
社
会
の
創

り
手
と
し
て
学
び
続
け
る

人
材
育
成
」
に
は
、
情
操

教
育
に
よ
り
自
己
肯
定
感

を
育
て
、
大
き
な
志
を
持

つ
た
め
の
立
志
教
育
が
必

要
と
考
え
る
が
所
見
は
。

情
操
教
育
で
他
者
を
理

解
で
き
る
子
ど
も
を
育
て

た
い
。
そ
の
た
め
に
は
多

く
の
信
頼
で
き
る
大
人
と

出
会
う
こ
と
が
大
事
。
学

校
運
営
協
議
会
の
熟
議
が

そ
の
役
割
を
担
う
。

情
操
教
育
の
一
環
と
し

て
大
阪
関
西
万
博
は
貴
重

な
機
会
で
あ
っ
た
。
亀
岡

市
、
京
丹
波
町
の
小
中
学

校
は
全
て
行
っ
て
い
る
の

に
本
市
か
ら
は
ほ
と
ん
ど

行
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
か
。

下
見
が
で
き
な
い
、
バ

ス
の
確
保
、
猛
暑
な
ど
課

題
と
不
安
が
多
く
あ
り
、

子
ど
も
の
命
を
預
か
る
立

場
と
し
て
は
確
信
が
持
て

な
か
っ
た
。

A
Q

配布されているタブレット端末

互いに役割分担し、観光振興を目指す
市観光協会と美山ＤＭＯの関係は 

市
観
光
協
会
が
３
月
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。
各
町
観

光
協
会
や
一
般
社
団
法
人

南
丹
市
美
山
観
光
ま
ち
づ

く
り
協
会
（
美
山
Ｄ
Ｍ

Ｏ
）
も
設
立
の
経
緯
が
異

な
る
が
、
今
日
ま
で
の
美

山
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
行
っ
て
き
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
市
観
光
協
会

に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

美
山
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
つ
く
り

上
げ
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
大
き
い
。
今
後
、
旅
行

企
画
や
旅
行
商
品
を
組
み
、

滞
在
時
間
を
長
く
し
て
市

全
域
の
観
光
振
興
を
図
っ

て
い
く
。

府
立
支
援
学
校
通
学
バ
ス

の
延
伸
を 

支
援
学
校
の
バ
ス
は
現

在
、
原
公
民
館
下
ま
で
来

て
い
る
が
、
保
護
者
の
送

迎
の
負
担
が
大
き
い
。
宮

脇
の
市
営
バ
ス
回
転
場
ま

で
延
伸
で
き
な
い
か
。

児
童
生
徒
の
乗
車
時
間

や
運
転
手
の
業
務
時
間
も

現
状
が
限
度
と
の
こ
と
。

浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
土
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
を
作
る
べ
き
で
は

し
ゅ
ん
せ
つ
土
や
建
設

残
土
を
ス
ト
ッ
ク
す
る
こ

と
で
災
害
時
の
大
型
土
の

う
の
作
成
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
る
の
で
は
。

八
木
と
日
吉
に
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
（
保
管
場
所
）

が
あ
る
が
、
各
町
に
必
要

と
考
え
る
。
し
ゅ
ん
せ
つ

も
含
め
府
に
要
望
し
て
い

く
。

・市営バスダイヤについて

A
Q

その他の質問

美山DMOが入る京都丹波高原
国定公園ビジターセンター

現在の料金水準では経営破綻が近づいていく
上下水道会計は値上げしなくても破綻しない

５
月
、
市
長
は
上
下
水

道
料
金
改
定
を
審
議
会
に

諮
問
し
た
。
諮
問
案
で
は

20
％
の
値
上
げ
と
報
道
さ

れ
て
い
る
。
本
市
の
場
合
、

現
在
25
億
円
の
現
金
・
預

金
が
あ
る
。
令
和
25
年
度

に
底
を
つ
く
と
い
う
こ
と

だ
が
、
あ
と
19
年
あ
る
。 

水
道
会
計
の
現
状
は
、

値
上
げ
し
な
か
っ
た
ら
破

綻
す
る
よ
う
な
状
況
で
は

な
い
。

経
費
の
抑
制
に
努
め
て

い
る
が
限
界
で
あ
る
。
現

在
の
料
金
水
準
の
ま
ま
で

は
、
経
営
破
綻
す
る
時
期

が
一
歩
一
歩
近
づ
い
て
い

く
。
審
議
会
で
、
高
齢
者

世
帯
か
ら
大
口
の
利
用
者

ま
で
、
で
き
る
だ
け
公
平

に
負
担
い
た
だ
け
る
よ
う

新
た
な
料
金
体
系
を
審
議

い
た
だ
い
て
い
る
。

ご
み
袋
料
金
の
値
下
げ
と

材
質
の
改
善
を

南
丹
・
京
丹
波
の
ご
み

袋
料
金
は
、
府
内
の
有
料

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
の

比
較
で
１
・
７
～
２
・
５

倍
高
い
。
ま
た
、
破
れ
や

す
い
と
い
っ
た
声
も
あ
る
。

広
大
な
エ
リ
ア
で
コ
ス

ト
が
か
か
る
地
理
的
要
素

も
あ
る
。
料
金
を
下
げ
る

と
な
る
と
、
市
の
負
担
金

を
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
材
質
だ
が
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
は
、
相
当
品
質
的
に

は
安
定
し
た
良
い
ご
み
袋

だ
と
思
っ
て
い
る
。

種　類 価格（税込）

可燃ごみ大袋（約45ℓ・10枚入） 792円

可燃ごみ中袋（約30ℓ・10枚入） 660円

可燃ごみ小袋（約15ℓ・10枚入） 330円

ビニール類大袋（約45ℓ・10枚入） 330円

ビニール類中袋（約30ℓ・10枚入） 220円

A
Q

本市のごみ袋代は他市町の1.7～2.5倍にも

小
こばやし

林　　毅
つよき

  議員日本共産党議員団吉
よし

田
だ

　尋
ひ ろ こ

子  議員つなぐ

村　好
よしたか

高  議員新誠会
にしむら

小
こ

中
なか

　　昭
あきら

  議員つなぐ
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関係者の方々で対応いただいている
夏休み明け前の通学路の点検・整備状況は

通
学
路
に
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
バ
ス
停
な
ど
も
含
め

る
と
、
市
内
に
は
い
ろ
い

ろ
な
場
所
が
あ
る
。
そ
れ

ら
の
整
備
を
全
部
、
行
政

だ
け
で
対
応
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
地
域
全
体
で

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

市
道
の
除
草
は
担
当
課

で
対
応
し
て
い
る
。
た
だ
、

本
市
は
広
大
な
面
積
を
有

し
て
い
る
の
で
、
道
路
管

理
者
が
全
て
を
把
握
し
対

応
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
教
職
員
だ
け
で
も

対
応
は
難
し
い
の
で
、
学

校
運
営
協
議
会
の
方
々
や

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
声
を

か
け
、
地
域
総
が
か
り
で

対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

指
摘
の
あ
っ
た
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
停
留
所
周
り
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
現
地

を
見
に
行
っ
た
教
職
員
が

除
草
し
た
。
通
学
路
の
状

況
に
も
な
か
な
か
気
づ
く

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
、
教
育
委
員
会

と
し
て
、
気
づ
く
体
制
づ

く
り
を
学
校
と
共
に
考
え

て
い
き
た
い
。

引
き
続
き
、
道
路
管
理

者
等
、
関
係
機
関
と
の
連

携
、
情
報
共
有
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
は
、
学
校
へ
の
情
報
提

供
も
お
願
い
し
な
が
ら
、

地
域
ぐ
る
み
で
児
童
生
徒

が
安
心
、
安
全
に
通
学
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

A
Q

検討していかなければならない
人口減少対策にマーケティングの視点を

市
民
の
転
入
や
転
出
は

自
由
意
思
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
た
め
、
人
口
の
増
減

に
は
市
場
の
原
理
が
働
く
。

人
口
減
少
対
策
に
は
、

移
住
定
住
者
を
本
市
の
顧

客
と
し
て
捉
え
る
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
視
点
が
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
。

現
在
の
南
丹
市
民
を
既

存
顧
客
、
移
住
候
補
者
を

新
規
顧
客
と
し
た
と
き
、

両
者
の
コ
ス
ト
を
比
較
す

る
１
対
５
の
法
則
が
あ
る
。

こ
れ
は
既
存
顧
客
を
維
持

す
る
コ
ス
ト
を
１
と
し
た

と
き
、
新
た
に
顧
客
を
獲

得
す
る
コ
ス
ト
は
、
そ
の

５
倍
が
必
要
に
な
る
と
い

う
法
則
で
あ
る
。

本
市
を
認
知
し
て
い
な

い
移
住
候
補
者
か
ら
信
頼

感
を
獲
得
し
、
居
住
地
の

変
更
と
い
う
大
き
な
決
断

を
促
す
コ
ス
ト
は
、
既
存

顧
客
で
あ
る
市
民
の
満
足

度
を
向
上
さ
せ
る
転
出
抑

制
策
コ
ス
ト
と
比
較
し
て
、

よ
り
多
く
の
時
間
や
資
源

を
必
要
と
す
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
人
口

減
少
対
策
に
は
、
ま
ず
転

出
を
防
ぐ
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

重
視
の
戦
略
が
有
効
で
あ

る
と
考
え
る
が
。

無
作
為
抽
出
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
市
民

の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、
大

切
に
し
な
が
ら
、
子
育
て

の
対
応
の
施
策
も
積
み
上

げ
て
い
き
た
い
。

A
Q

１：５の法則

山
やました

下　秋
あきのり

則  議員つなぐ

飛騨市を視察 本市の取り組みに生かしたい
地域課題の解決へ 関係人口活用の検討を

国
が
地
方
創
生
で
「
関

係
人
口
」
を
推
進
す
る
中
、

飛
騨
市
で
は
、
地
域
の
課

題
を
関
係
人
口
で
解
決
す

る
取
り
組
み
で
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
本
市
で
導
入

に
向
け
検
討
し
て
は
。

職
員
が
飛
騨
市
を
視
察

し
、
そ
の
取
り
組
み
に
驚き
ょ
う

嘆た
ん

し
た
。
本
市
で
も
草
刈

り
な
ど
で
市
外
の
方
の
活

動
支
援
が
一
部
で
み
ら
れ

る
が
、
関
係
性
の
取
り
組

み
を
広
げ
ら
れ
た
ら
と
考

え
る
。

突
出
し
た
重
い
負
担
で
は

な
い　
府
の
制
度
拡
充
を

対
象
を
世
帯
非
課
税
者

に
限
る
福
祉
医
療
費
支
給

制
度
が
８
月
か
ら
始
ま
っ

た
が
、
市
に
寄
せ
ら
れ
た

苦
情
や
相
談
の
状
況
は
。

制
度
改
正
で
６
０
５
人

の
方
が
対
象
外
と
な
っ
た
。

５
７
０
件
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
苦
情

は
約
60
件
。
「
障
害
者
福

祉
施
策
以
外
に
削
る
と
こ

ろ
は
な
か
っ
た
の
か
」
な

ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
市

長
の
所
感
は
。

辛
い
思
い
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
認
識
す
る
が
、

本
市
が
突
出
し
て
重
い
負

担
を
課
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
市
が
担
っ
て
い

た
部
分
に
つ
い
て
府
制
度

の
拡
充
を
求
め
て
い
き
た

い
。

A
Q

まだ正式な見解を表する段階ではない
山陰本線のルート変更を心配するが

新
幹
線
構
想
か
ら
山
陰

本
線
の
中
速
鉄
道
化
に
向

け
、
現
在
の
園
部
・
綾
部

間
の
ル
ー
ト
を
変
更
す

る
記
事
が
出
た
。
も
し
、

ル
ー
ト
変
更
が
さ
れ
る
と

地
域
の
衰
退
が
よ
り
加
速

す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

現
在
の
ル
ー
ト
や
駅
を
堅

持
し
て
の
複
線
高
速
化
を

望
む
が
、
今
後
の
姿
勢
は
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
の

代
替
ル
ー
ト
と
し
て
も
山

陰
新
幹
線
構
想
が
再
び
注

目
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の

沿
線
が
変
わ
っ
て
し
ま
う

こ
と
は
大
変
心
配
す
る
が
、

ま
だ
具
体
的
な
こ
と
が
出

て
い
な
い
の
で
正
式
な
見

解
を
表
す
る
段
階
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

事
故
予
防
の
伐
採
や
除
草

を
倒
木
で
事
故
や
停
電
な

ど
が
発
生
し
て
い
る
。
ま

た
草
木
の
成
長
で
見
通
し

が
悪
い
な
ど
の
苦
情
も
聞

く
。
飲
食
店
か
ら
は
、
停

電
で
冷
蔵
庫
内
の
食
品
劣

化
を
心
配
す
る
声
も
聞
く
。

適
切
な
対
策
が
必
要
で
は
。

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
も

実
施
し
て
い
る
が
、
財
源

や
人
員
不
足
等
も
あ
り
行

き
届
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
。
地
域
の
協
力
を
い
た

だ
く
中
で
、
維
持
管
理
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

・暑さ対策について
・校内の防犯対策について

・市役所・支所の開庁時間の
　短縮について

・本市のブランド戦略につい
　て
・シティプロモーションにつ
　いて

A
Q

その他の質問

その他の質問

その他の質問

心配されるルート変更案
きれいに除草された通学路

樋
ひ ぐ ち

口　浩
ひろゆき

之  議員新誠会

内閣府での「関係人口」についての研修資料から

若
わ か い

井　睦
む つ み

巳  議員活緑クラブ仲
なかむら

村　　学
まなぶ

  議員新誠会
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恵
那
市
で
は
、
月
刊
誌
の
「
住

み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン

グ
」
で
、
２
年
連
続
で
第
１
位
を

獲
得
さ
れ
、
高
く
評
価
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
と
し

て
、
子
育
て
世
代
の
支
援
で
は
、

高
校
生
世
代
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
や
第
３
子
以
降
の
祝
い
金
の
支

給
に
加
え
、
６
年
度
は
新
た
に
子

育
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
銘
打
ち
、
見

守
り
支
援
員
が
ベ
ビ
ー
用
品
を
宅

配
す
る
支
援
を
開
始
。
移
住
定
住

施
策
で
は
、
移
住
推
進
補
助
金
の

拡
充
や
新
設
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
催
日　
７
月
22
日
～
23
日

テ
ー
マ

・
関
係
人
口
・
移
住
定
住
施
策

調
査
項
目

・
飛
騨
市
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
事
業

・
恵
那
市
「
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス

ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
第
１
位
を
獲

得
さ
れ
た
状
況

視
察
先

・
岐
阜
県
飛
騨
市

・
岐
阜
県
恵
那
市

飛
騨
市
で
は
、
人
口
減
少
の
な

か
「
飛
騨
市
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
事

業
」
で
「
関
係
人
口
」
の
増
加
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
飛
騨

市
内
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご

と
の
解
決
の
た
め
に
、
全
国
の
皆

さ
ん
の
力
を
借
り
て
、
楽
し
く
交

流
し
な
が
ら
助
け
合
い
を
生
み
出

す
「
ヒ
ダ
ス
ケ
！
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
活
動
報
告

開
催
日　
８
月
６
日
～
７
日

テ
ー
マ

・
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援

調
査
項
目

・
戸
田
型
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
プ

　
ラ
ン

・
教
育
支
援
ル
ー
ム
「
と
こ
と
こ

　
ぷ
ら
す
の
へ
や
」

視
察
先

・
埼
玉
県
戸
田
市

・
埼
玉
県
新
座
市

戸
田
市
で
は
、
「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
教
育
」
の
実
現
を
目
指

す
「
戸
田
型
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・

プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

同
市
で
は
、
経
験
や
勘
に
頼
ら
ず
、

調
査
・
研
究
デ
ー
タ
を
基
に
不
登

校
対
策
を
実
施
し
、
小
中
学
校
全

て
に
校
内
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
を
設

置
し
て
早
期
支
援
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
て
っ

ぷ
」
は
民
間
に
運
営
委
託
さ
れ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
は
メ
タ
バ
ー
ス

空
間
「room

-k
」
に
よ
り
多
様

な
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
し

た
。
県
の
生
徒
支
援
教
室
「
い
っ

ぽ
」
と
の
連
携
も
進
ん
で
い
ま
し

た
。新

座
市
で
は
、
大
学
が
提
案
し

た
「
と
こ
と
こ
ぷ
ら
す
の
へ
や
」

が
開
設
さ
れ
、
学
生
や
教
員
が
子

ど
も
・
保
護
者
を
支
援
し
、
体
験

活
動
を
通
じ
て
自
己
肯
定
感
を
育

ん
で
い
ま
し
た
。
子
ど
も
一
人
一

人
に
合
っ
た
居
場
所
づ
く
り
こ
そ

が
、
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
に
つ

な
が
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

戸田市での視察

文
教
厚
生 

常
任
委
員
会
・
行
政
視
察

総
務 

常
任
委
員
会
・
行
政
視
察

開
催
日　
７
月
７
日

調
査
箇
所

・
八
木
農
村
環
境
公
園
「
氷
室
の

　
郷
」

・
農
村
田
園
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
セ
ン
タ
ー

・
八
木
バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン

　
タ
ー

調
査
報
告

「
氷
室
の
郷
」
に
つ
い
て
、
本

年
度
は
指
定
管
理
を
行
わ
ず
、
施

設
の
維
持
管
理
を
業
務
委
託
に
切

替
え
た
現
状
と
設
置
後
20
年
以
上

が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
譲
渡
や
民
間
活
用
を
含
め
方

向
性
を
検
討
し
て
い
る
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
「
早

期
に
方
針
を
示
さ
な
け
れ
ば
施
設

劣
化
を
招
く
」
と
の
意
見
が
あ
り
、

市
の
回
答
は
来
年
度
中
の
結
論
を

目
指
す
と
い
う
も
の
で
し
た
。

農
村
田
園
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｊ
Ａ
京
都
に
よ

る
利
用
形
態
が
適
法
で
な
い
と
判

明
し
た
件
を
審
査
し
ま
し
た
。
委

員
か
ら
は
「
違
法
状
態
は
看
過
で

所管事務事業調査

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

き
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
、

貸
主
で
あ
る
市
の
責
任
が
重
い
こ

と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

八
木
バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
黒
字
化
を
目

指
す
収
支
計
画
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
が
、
補
助
金
に
大
き
く
依
存
す

る
状
況
で
す
。
委
員
か
ら
は
「
実

現
可
能
な
計
画
と
す
べ
き
」
と
の

意
見
が
あ
り
、
市
の
答
弁
は
今
後

新
た
な
原
料
の
投
入
や
商
品
開
発

の
手
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

い
う
も
の
で
し
た
。

委
員
会
と
し
て
は
、
３
施
設
い

ず
れ
も
財
政
健
全
化
と
地
域
活
性

化
の
両
立
が
課
題
で
あ
り
、
市
民

へ
の
情
報
提
供
と
具
体
的
方
針
の

決
定
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

飛騨市での視察

人

事

案

件
（
敬
称
略
）

８
月
29
日
「
議
会
広
報
研
修
会
」

と
し
て
、
府
内
自
治
体
の
議
会
広
報

紙
を
対
象
に
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
広
報
部
員
８
名
が

参
加
。
講
師
か
ら
事
前
に
編
集
上
の

改
善
点
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、

当
日
は
、
優
れ
た
編
集
を
行
っ
て
い

る
広
報
紙
を
紹
介
さ
れ
な
が
ら
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
の
講
座
を
受

講
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し

て
「
か
け
は
し
」
の
よ
り
良
い
紙
面

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

「
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
受
講
し
ま
し
た

■
人
権
擁
護
委
員

　
　
山　
千
賀
子
（
八
木
町
）
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10
月
６
日
、
西
日
本
旅
客
鉄

道
株
式
会
社
に
対
し
て
南
丹
市

議
会
・
亀
岡
市
議
会
・
京
丹
波

町
議
会
の
議
長
が
Ｊ
Ｒ
山
陰
本

線
の
利
便
性
向
上
に
関
す
る
要

望
を
行
い
ま
し
た
。

８
年
９
月
に
は
、
２
市
１
町

の
京
都
丹
波
地
域
を
会
場
と
し

て
「
第
43
回
全
国
都
市
緑
化

フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
京
都
丹
波
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
全
国
各
地
か

ら
の
来
場
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
を
主
と
す
る
移

動
需
要
の
高
ま
り
が
予
想
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

本
要
望
は
、
京
都
丹
波
地
域

の
地
域
経
済
活
動
の
活
性
化
を

進
め
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線

を
基
軸
と
し
た
施
策
を
沿
線
市

町
が
展
開
し
て
い
る
現
状
や
沿

線
住
民
の
強
い
願
い
を
踏
ま
え

た
も
の
で
あ
り
、
列
車
本
数
の

復
元
や
乗
客
の
ス
ム
ー
ズ
な
乗

降
に
つ
い
て
、
主
な
要
望
項
目

に
掲
げ
て
い
ま
す
。

南
丹
市
議
会
に
お
い
て
は
、

９
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
全
員

協
議
会
に
お
い
て
議
員
へ
の
周

知
・
確
認
を
行
っ
た
う
え
で
要

望
活
動
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

Ｊ
Ｒ
に
要
望
を
行
い
ま
し
た

８
月
22
日
南
丹
市
役
所
で

「
な
ん
た
ん
未
来
会
議
〜
私
た

ち
が
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
〜
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
開
催
方
法
を
見
直
し
、

参
加
い
た
だ
く
園
部
高
校
・
聖

カ
タ
リ
ナ
高
校
・
農
芸
高
校
に

そ
れ
ぞ
れ
議
員
が
訪
問
し
て
１

～
３
回
の
事
前
協
議
を
行
い
本

番
に
臨
み
ま
し
た
。

園
部
高
校
か
ら
は
、
ご
み
問

題
の
解
決
方
法
や
自
転
車
を
活

用
し
た
地
域
振
興
、
過
疎
地
で

の
訪
問
看
護
に
つ
い
て
発
表
が

あ
り
、
聖
カ
タ
リ
ナ
高
校
か
ら

は
校
内
イ
ベ
ン
ト
の
「
カ
タ
リ

ナ
ク
リ
ス
マ
ス
」
を
通
じ
、
地

域
と
の
関
わ
り
方
や
公
共
交
通

の
問
題
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
農
芸
高
校
か
ら
は
、

栽
培
さ
れ
て
い
る
農
産
物
の
活

用
や
廃
棄
野
菜
の
有
効
利
用
に

つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
の
発
表
も
、
そ
の
高
校
が

感
じ
る
地
域
課
題
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
熟
議
さ
れ
、
解
決

策
に
つ
い
て
も
生
徒
視
点
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
発

表
で
し
た
。

ま
た
、
10
月
15
日
に
は
農
芸

高
校
の
発
表
に
あ
っ
た
、
廃
棄

野
菜
を
使
用
し
た
「
摘
果
メ
ロ

ン
漬
物
」
の
試
食
会
が
行
わ
れ
、

担
当
議
員
や
市
職
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
考
案
し
た
も
の

が
形
に
な
っ
て
い
く
過
程
を
経

験
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
皆
さ

ん
の
目
は
い
っ
そ
う
輝
き
を
増

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
、
こ
う

い
っ
た
事
例
の
積
み
重
ね
を
本

市
の
「
未
来
」
を
つ
く
る
き
っ

か
け
に
し
て
い
き
た
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

第
３
回　

な
ん
た
ん
未
来
会
議

を
開
催
し
ま
し
た

8月20日に南丹市議会本会議場を舞台に「令和7年度 市長と語ろう 私たちのまちづくり」が市内
の小学生や中学生が参加して開催されました。

小学生の部では市内７小学校（園部・園部第二・八木西・八木東・殿田・胡麻・美山）の代表者が
「地域について学んだこと」をテーマに発表をされ、中学生の部ではさらに深堀りして「地域につ
いて学んだことで、将来の南丹市政に大切にしてほしいこと」をテーマに4中学校（園部・八木・殿
田・美山）の代表者が発表を行いました。

小学校・中学校共に、しっかりと地域のリサーチをされ自然豊かな土地柄や、地域行事やあいさつ
運動を通して感じる人のつながりがある温かい地域への思いなどが発表されました。また、地域の中
でシンボリックな橋などを活用できないかなどの具体的な
発表もありました。

その後、小中学生の発表に対し市長がそれぞれ答弁を行
い、議論を深め児童生徒の思いが直接伝わる良い機会とな
りました。

摘果メロンの漬物 試食会の様子 なんたん未来会議

令和7年度　市長と語ろう 私たちのまちづくり
が開催されました

議会活性化対策特別委員会から、公職選挙法における「90日特例」という手法を用いて、
任期満了に伴う来年2月の南丹市議会議員一般選挙と4月の南丹市長選挙を同日に実施できれ
ば、議会としても議員不在期間ができること等、検討すべき点があるものの、同時選挙の実施
で市民の関心が高まり、投票率の向上が期待できる等、メリットが多いという報告を受け、議
会として選挙管理委員会に同時選挙の実施を要望しました。

選挙管理委員会において、慎重な審議と適正な
選挙執行への影響などを含めて協議を行い、選挙
期日およびこれを告示する日を次のとおり決定さ
れました。

告 示 日：令和8年3月8日（日）
投開票日：令和8年3月15日（日）

南丹市長選挙と南丹市議会議員一般選挙の
同時執行について

選挙管理委員長に要望書を提出
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９
月
定
例
会
で
は
、
決
算
認
定
が

大
き
な
議
題
で
し
た
が
、
補
正
予
算

も
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
結
果
は

僅
差
で
の
可
決
。
議
員
定
数
の
削
減

も
提
案
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
意
見
が
分

か
れ
ま
し
た
。
賛
否
を
決
す
る
本
会

議
で
は
、
か
つ
て
な
い
数
の
討
論
が

行
わ
れ
、
議
論
が
深
め
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て
、
こ
の
広

報
紙
の
紙
面
構
成
も
大
幅
な
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
議

会
の
様
子
が
よ
り
分
か
り
や
す
く
伝

わ
る
よ
う
な
広
報
紙
編
集
を
心
が
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｋ
）

委 員 長／若井　睦巳
広報部会長／河野　啓介
副部会長／吉田　尋子
委　　員／樋口　浩之　　堤　博明　　平田　聖治
　　　　　山下　秋則　　小中　昭

広聴部会長／塩貝　孝之
副部会長／下間　康広

2025.11.14

広 報 広 聴 委 員 会

南丹市政への
ご意見箱

編

集

後

記

10
月
２
日
、
茨
城
県
取
手
市
役
所
よ
り
講
師

を
お
招
き
し
、
議
員
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

「
議
会
Ｄ
Ｘ
推
進
で
市
民
に
役
立
つ
・
頼
り

に
な
る
議
会
に
！
～
Ａ
Ｓ
Ｉ
（
人
工
超
知
能
）

の
時
代
に
向
か
っ
て
～
」
と
題
し
、
今
後
の
議

会
活
動
に
生
か
せ
る
実
践
的
な
講
義
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 議

員

研

修

会

議

員

研

修

会

次 回 1 2 月 定 例 会
日 月 火 水 木 金 土
11/23 11/24 11/25 11/26 11/27 11/28 11/29

本会議
（開会）

11/30 1 2 3 4 5 6

本会議 本会議
（一般質問） （一般質問）

7 8 9 10 11 12 13

本会議 常 任 委 員 会
（一般質問）

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

本会議
（閉会）

28 29 30 31 1/1 1/2 1/3

※11月26日（水）午後5時までに提出された請願・陳情等は、12月
定例会で取り扱われます。会議時間はいずれも午前10時からの予
定です。日程については予告なく変更となる場合があります。

※本会議は、ケーブルテレビやインターネットで中継しています。
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